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【TRC MARC T タイプへの対応】 

TRC MARC/T タイプも対応しており、MARC データを取り込むことができます。 

ただし、T タイプには「UTF8 版」と「SJIS 版」がありますのでご注意ください。  

 

Egg4 「UTF8 版」と「SJIS 版」のどちらにも対応しています。 

Egg3 

（バージョン 3.12 以降） 
「SJIS 版」のみ対応  

 

 

 

【TOOLi からファイルをダウンロードして取り込む】 

 

TOOLi（もしくは TOOLi-S）の「MARC ダウンロード」ページで MARC ダウンロードを行う際に、 

「ダウンロードフォーマット」で対応する形式を選択してください。 

 

 

◆ Egg4 での取り込み 

受入画面の MARC 取り込みで取り込むことができます。 
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◆ Egg3 での取り込み 

受入画面の MARC のインポートで自動判別を選択して取り込むことができます。 

 

 

  



Egg TRC MARC T タイプへの対応 2019.6.6 

 

 3 / 4 

 

 

【Egg に直接取り込む】 

パッケージ連携機能を使用して、受入画面で ISBN を読み取ってデータを取り込んでいる場合は、Egg 側の

設定を変更します。 

 

◆ Egg4 での設定変更 

親機の環境設定画面を開き、「蔵書管理」の「TOOLi/TOOLi-S の設定」ボタンを押します。 

 

 

ウィンドウが開きますので、「ダウンロードフォーマット」で「T タイプ」を選択して OK を押します。 
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◆ Egg3 での設定変更 

親機の環境設定画面を開き、「蔵書管理」タブを選択します。 

「TOOLi/TOOLi-S」の「ダウンロードフォーマット」で「T タイプ（SJIS 版）」を選択します。 

 
 

 


